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(57)【要約】
【課題】内視鏡挿入部の湾曲部外周に覆された弾性チュ
ーブのずれや弛みの発生を防止すること。
【解決手段】内視鏡挿入部１３の先端側に内視鏡挿入部
１３の軸方向と平行な一つの面内で湾曲動作される湾曲
部を有し、この湾曲部の外周面が柔軟性を有する弾性チ
ューブ３１で被覆する。この弾性チューブ３１の湾曲動
作方向Ｕ，Ｄに直交する方向Ｌ，Ｒに対する剛性を、湾
曲動作方向Ｕ，Ｄに対する剛性よりも高くした。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡挿入部の先端側に該内視鏡挿入部の軸方向と平行な一つの面内で湾曲動作される
湾曲部を有し、該湾曲部の外周面が柔軟性を有する弾性チューブで被覆された内視鏡であ
って、
　前記弾性チューブの前記湾曲動作方向に直交する方向に対する剛性が、該湾曲動作方向
に対する剛性より高くされた内視鏡。
【請求項２】
　請求項１記載の内視鏡であって、
　前記弾性チューブの前記湾曲動作方向に直交する方向の周位置の肉厚を、前記湾曲動作
方向の周位置の肉厚より厚くした内視鏡。
【請求項３】
　請求項１または請求項２記載の内視鏡であって、
　前記弾性チューブの前記湾曲動作方向に直交する方向の周位置の厚み内に、前記軸方向
に沿ってワイヤーを埋設した内視鏡。
【請求項４】
　請求項２記載の内視鏡であって、
　前記湾曲部は、前記湾曲動作方向に直交する方向の周位置に連結部が形成されたリング
状の節輪を、前記軸方向に沿って複数並設し、前後の前記節輪をそれぞれ前記連結部で相
互に回動自在に連結した湾曲管構造を有し、
　前記弾性チューブの前記連結部と対向する周位置の肉厚を、該周位置の両脇側より薄く
した内視鏡。
【請求項５】
　請求項４記載の内視鏡であって、
　前記弾性チューブの前記連結部と対向する周位置の両脇側の厚肉部に、前記軸方向に沿
ってワイヤーを埋設した内視鏡。
【請求項６】
　請求項１記載の内視鏡であって、
　前記弾性チューブの前記湾曲動作方向に直交する方向の周位置が、他の周位置よりも弾
性定数の大きい弾性材料で形成された内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡挿入部の先端側に設けられる湾曲部が、その外周面を柔軟性を有する
弾性チューブで被覆された内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、体腔内等に挿入される内視鏡挿入部と、この内視鏡挿入部の基端側に連設さ
れる操作部とを有する。内視鏡挿入部は、その先端側から順に、硬質部材からなる先端硬
性部と、湾曲操作可能な湾曲部と、導入部とが連設されて構成される。先端硬性部は、体
腔内を観察するための観察光学系を内含した先端部本体と、先端部本体に嵌合固定された
先端スリーブとを有する。先端スリーブの基端は湾曲部と接続される。湾曲部は、多数の
節輪を連枢着した節輪構造で構成される。これら先端硬性部および湾曲部の外周は、柔軟
性を有する弾性チューブで被覆されて、先端硬性部と湾曲部を気密保持する。
【０００３】
　ところで、上記の弾性チューブは、その先端と基端の２箇所で固定され、先端から基端
までの途中の範囲では必ずしも固定されていない。そのため、例えば内視鏡検査後に内視
鏡挿入部に付着した汚れを払拭洗浄する際、洗浄時にかかる負荷（扱き等）により弾性チ
ューブが先端部に手繰り寄せられてしまい、弾性チューブにずれや弛みが生じる。一旦生
じた弛みは、負荷が解消されても自然に元に戻ることはない。そして、弛みが存在すると
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、長手方向に手繰り寄せられた弾性チューブが折り返されて、先端部に覆い被さってしま
う。その結果、先端部の径が局所的に大きくなり、体腔内で内視鏡挿入部をスムーズに移
動することができなくなる。
【０００４】
　そこで、特許文献１には、操作部による湾曲操作によって湾曲する第１の湾曲部と、外
力によってのみ湾曲する第２の湾曲部とを有する内視鏡において、第１の湾曲部と第２の
湾曲部との境界部で弾性チューブ（アングルゴム）の一部を固定することで、弾性チュー
ブの弛みを防止する技術が記載されている。
　しかしながら、第１の湾曲部と第２の湾曲部の境界部において、弾性チューブが固定さ
れることで段差を生じ、この段差によって内視鏡挿入部の径が増大する不利がある。また
、境界部には弾性チューブがずれないように凹部を設ける必要があり、この凹部によって
湾曲部の内径を細くせざるを得ず、管路等を収容するために必要な断面積を減少させる不
利があった。
【特許文献１】特開昭５８－４９１３２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたもので、内視鏡挿入部の湾曲部外周に覆さ
れた弾性チューブのずれや弛みの発生を防止できる内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、下記構成からなる。
　内視鏡挿入部の先端側に該内視鏡挿入部の軸方向と平行な一つの面内で湾曲動作される
湾曲部を有し、該湾曲部の外周面が柔軟性を有する弾性チューブで被覆された内視鏡であ
って、
　前記弾性チューブの前記湾曲動作方向に直交する方向に対する剛性が、該湾曲動作方向
に対する剛性より高くされた内視鏡。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係る内視鏡によれば、内視鏡挿入部の湾曲部外周に覆された弾性チューブのず
れや弛み発生を防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、内視鏡について図面を参照して詳細に説明する。
　図１は本発明の実施形態を説明するための内視鏡の外観斜視図である。
　本構成の内視鏡１００は、主に操作部１１と、この操作部１１に延設され内部にチャネ
ル孔や各種管路等が内包された内視鏡挿入部１３とを有し、操作部１１にはライトガイド
（ＬＧ）軟性部１５が接続されている。ライトガイド軟性部１５は、図示はしないが、光
源や信号処理部を備えるプロセッサに接続される。
【０００９】
　操作部１１には鉗子等の処置具が挿入される鉗子口１７が設けられるとともに、画像を
取り込んだり機能切り替えを行うスイッチ１９、上下アングルレバー２１、吸引ボタン２
３等が設けられている。
【００１０】
　内視鏡挿入部１３は、操作部１１と連設された基端側から順に、軟性部２５、湾曲部２
７、先端部２９から構成され、内視鏡挿入部１３の先端側に位置する湾曲部２７は、操作
部１１に設けられた上下アングルレバー２１を操作することにより遠隔的に湾曲操作され
、先端部２９が所望の方向に向けられる。すなわち、湾曲部２７は内視鏡挿入部１３の軸
方向と平行な一つの面内で湾曲動作される。また、湾曲部２７と先端部２９の外周面は柔
軟性を有する弾性チューブ（以下、アングルゴムと称する）３１で被覆されている。



(4) JP 2010-124868 A 2010.6.10

10

20

30

40

50

【００１１】
　図２は図１に示した湾曲部のＡ－Ａ断面で収容物を省略して示した断面図である。
　湾曲部２７は、湾曲動作方向Ｕ，Ｄと直交する側に連結部３３が形成されたリング状の
節輪３５を、内視鏡挿入部１３の軸方向に沿って複数並設し、前後の節輪３５をそれぞれ
連結部３３で相互に回動自在に連結した湾曲管構造を有する。この湾曲管構造を図３に示
した。
　湾曲部２７は、リング状に形成された複数の節輪３５を軸方向に連枢着して構成される
。隣接する節輪３５は相互の連結部３３を重ね合わせた後、カシメピン３７を連結部３３
に設けられた貫通孔に挿入してカシメピン３７の外側をカシメ加工する。これにより各節
輪３５が回動自在に連結される。
【００１２】
　連枢着された節輪３５のうち、最も先端側の節輪３５Ａは、軸方向に長く形成され、そ
の軸方向先端側にセラミックス等からなる先端硬質部３９が接合される。また、節輪３５
の外側には、金属等の線材の編組からなる筒状のネット４３が潤滑剤を介して装着されて
いる。また、図２に示すように、ネット４３の外周はアングルゴム３１で被覆されている
。このネット４３の先端は、先端側の節輪３５Ａの外周に固着されている。なお、先端側
の節輪３５Ａと先端硬質部３９との間には、円筒状のスリーブが介装される場合もある。
【００１３】
　節輪３５の内部には、上下一対の操作ワイヤー４１が内周面の軸方向に沿って配設され
ている。各操作ワイヤー４１，４１の先端は、最も先端側の節輪３５Ａに固定され、操作
ワイヤー４１，４１の基端は操作部１１の上下アングルレバー２１（図１参照）で回動さ
れるプーリ（不図示）に接続されている。これにより、上下アングルレバー２１を操作し
てプーリを回動すると、操作ワイヤー４１，４１のいずれか一方が牽引され、湾曲部２７
が所望の方向に湾曲される。
【００１４】
　アングルゴム３１は、先端部２９および湾曲部２７（図１参照）の外周を被覆し、柔軟
性を有する弾性材料からなる被覆部材である。アングルゴム３１は、例えばフッ素を材質
としたゴムにより形成することができる。また、アングルゴム３１の先端は、先端側の節
輪３５Ａを越えて先端硬質部３９に当接させ、先端硬質部３９に形成された糸巻き部３９
ａの位置でアングルゴム３１の外周に糸を堅く巻回して接着剤を塗布すること等により固
着される。アングルゴム３１の基端は、湾曲部２７の基端に固着される。このようにアン
グルゴム３１の両端を固着することで、アングルゴム３１内は気密に保持されている。
【００１５】
　図４にアングルゴム単体の斜視図（ａ）とそのＢ－Ｂ断面図（ｂ）を示した。
　アングルゴム３１は、全体が円筒状であり、その内周面の湾曲動作方向Ｕ，Ｄと直交す
る方向Ｌ，Ｒにそれぞれ厚肉部４５を形成している。このように、湾曲動作方向Ｕ，Ｄに
直交する方向Ｌ，Ｒの周位置の肉厚を、湾曲動作方向Ｕ，Ｄの周位置の肉厚より大きくす
ることで、アングルゴム３１の湾曲動作方向に直交する方向Ｌ，Ｒに対する剛性を、湾曲
動作方向Ｕ，Ｄに対する剛性よりも高めている。
【００１６】
　ここで、図４に示すアングルゴム３１を厚肉部４５が連結部３３と対向する周位置とな
るように、内視鏡挿入部１３に位置合わせして被せる。すると、図２に示すように厚肉部
４５が外周側に突出した状態で内視鏡挿入部１３に被覆される。この厚肉部４５の存在は
、内視鏡検査後に内視鏡挿入部１３に付着した汚れを払拭洗浄する際、洗浄時にかかる負
荷によりアングルゴム３１が先端部に手繰り寄せられてしまうことを防止し、アングルゴ
ム３１にずれや弛みが生じにくくする効果を生じさせる。しかも、図５に示す湾曲部２７
の湾曲時において、湾曲変位の中立軸上に厚肉部４５が位置するので、アングルゴム３１
の厚肉部４５により湾曲げ剛さが増加して湾曲動作を鈍くすることもない。また、アング
ルゴム３１の厚肉部４５は、内視鏡挿入部１３の挿入方向に沿って連続して形成されてお
り、さらに、周方向にも滑らかな突起であるので、挿入動作に伴う段付の影響を受けるこ
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とがない。
【００１７】
　以上のように、アングルゴム３１の湾曲動作方向Ｕ，Ｄの周位置に対する剛性よりも湾
曲動作方向Ｕ，Ｄに直交する方向Ｌ，Ｒの周位置に対する剛性を高くすることで、アング
ルゴム３１のずれや弛みが防止される。これにより、体腔内で内視鏡挿入部１３をスムー
ズに移動することができ、常に安定して円滑な内視鏡検査を実施できる。
【００１８】
　次に、上記アングルゴム３１の他の例を説明する。
　図６は図４（ａ）のＢ－Ｂ断面に相当するアングルゴムの断面図（ａ）と、このアング
ルゴムを内視鏡挿入部に被せたときの収容物を省略して示した湾曲部の断面図（ｂ）であ
る。この場合のアングルゴム３１Ａは、湾曲動作方向Ｕ，Ｄに直交する方向Ｌ，Ｒの周位
置の肉厚を、湾曲動作方向Ｕ，Ｄの周位置の肉厚より厚くするとともに、連結部３３と対
向する周位置の肉厚を、該周位置の両脇側の肉厚より薄くしている。つまり、直交方向Ｌ
，Ｒの連結部３３と対向する周位置の両脇側に厚肉部４７を形成して、直交方向Ｌ，Ｒの
周位置での平均肉厚を湾曲動作方向Ｕ，Ｄの周位置での肉厚より厚くし、さらに、連結部
３３と対向する周位置は、肉厚部４７より薄くしている。この構成のアングルゴム３１Ａ
を、厚肉部４７が連結部３３を挟む周位置となるように位置合わせして内視鏡挿入部１３
に被せると、図６（ｂ）に示すように、連結部３３の周位置における内視鏡挿入部１３の
最外径を、前述の図２に示す場合よりも細くすることができる。なお、上記の直交方向Ｌ
，Ｒの周位置での肉厚とは、直交方向Ｌ，Ｒの所定周長内での平均的な厚み（厚肉部４７
を含む）とすることでもよい。
【００１９】
　上記構成では、連結部３３におけるカシメピン３７の突出部分については、アングルゴ
ム３１Ａの厚肉部４７を部分的に薄くして、この突出部分を収容させることができる。こ
れにより、アングルゴム３１Ａの弛みを防止しつつ内視鏡挿入部１３の外径の増加が抑え
られる。
【００２０】
　次に、アングルゴム３１の更なる他の例を説明する。
　図７は図４（ａ）のＢ－Ｂ断面に相当するアングルゴムの断面図（ａ）と、このアング
ルゴムを内視鏡挿入部に被せたときの収容物を省略して示した湾曲部の断面図（ｂ）であ
る。この場合のアングルゴム３１Ｂは、湾曲動作方向Ｕ，Ｄに直交する方向Ｌ，Ｒの周位
置に対して、その径方向の厚み内に内視鏡挿入部１３の軸方向に沿ってワイヤー４９をそ
れぞれ埋設している。図示はしないが、ワイヤー４９の両端はアングルゴム３１Ｂに固定
されている。ワイヤー４９がアンブルゴム３１Ｂの連結部３３の周位置に配置されること
で、アングルゴム３１Ｂの湾曲動作方向の周位置に対する剛性よりも該湾曲動作方向に直
交する方向の周位置に対する剛性が高くなり、アンブルゴム３１Ｂのずれや弛みの発生が
防止される。しかも、アングルゴム３１Ｂの湾曲動作方向には厚肉部がなく、また、ワイ
ヤー４９は湾曲動作の中立軸に存在するため湾曲動作を鈍らせることがない。また、硬質
なワイヤー４９を一体に形成することで、アングルゴム３１Ｂ自体の耐久性を向上できる
。
【００２１】
　なお、図示例ではワイヤー４９を湾曲動作方向Ｕ，Ｄに直交する方向Ｌ，Ｒの周位置に
対してそれぞれ１本ずつ配置しているが、これに限らず、任意の複数本であってもよい。
例えば、カシメピン３７と対向する領域に複数本のワイヤーを埋設することで、カシメピ
ン３７の突出により、外力が集中しやすくなる部分を覆うように補強でき、耐久性をより
向上できる。また、ワイヤーの断面形状を円形以外の長方形形状とすれば、アングルゴム
３１Ｂの周方向に高剛性となる領域を広げることができ、アングルゴム３１Ｂの耐久性が
一層向上する。
【００２２】
　また、アングルゴムの厚肉部内にワイヤーを埋設した他の構成例を図８に示した。
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　図８は図４（ａ）のＢ－Ｂ断面に相当するアングルゴムの断面図（ａ）と、このアング
ルゴムを内視鏡挿入部に被せたときの収容物を省略して示した湾曲部の断面図（ｂ）であ
る。この場合のアングルゴム３１Ｃは、前述の図６に示すアンブルゴム３１Ａの厚肉部４
７のそれぞれにワイヤー４９を埋設した構成としている。
【００２３】
　この場合には、アングルゴム３１Ｃの湾曲動作方向Ｕ，Ｄに直交する方向Ｌ，Ｒの周位
置に対して、ワイヤー４９がそれぞれ複数本配置されることで、アングルゴム３１Ｃの軸
方向捻れに対する耐力が高まり、弛みをより生じにくくすることができる。
【００２４】
　次に、アングルゴムの他の例を説明する。
　図９は図４（ａ）のＢ－Ｂ断面に相当するアングルゴムの断面図（ａ）と、このアング
ルゴムを内視鏡挿入部に被せたときの収容物を省略して示した湾曲部の断面図（ｂ）であ
る。この場合のアングルゴム３１Ｄは、湾曲動作方向Ｕ，Ｄに直交する方向Ｌ，Ｒの周位
置を、他の周位置よりも弾性定数の大きい弾性材料で形成している。つまり、アングルゴ
ム３１Ｄは、湾曲動作方向Ｕ，Ｄと、直交方向Ｌ，Ｒの各周位置で、それぞれ異なる弾性
定数の材料で形成され、直交方向Ｌ，Ｒの周位置に硬質部５１を備えている。硬質部５１
は、他の周位置より硬質な硬質ゴム材料等で形成することができる。このような硬質部５
１を有するアングルゴム３１Ｄは、例えば互いに異なる弾性定数を有する弾性材料を同時
に押出し成形する多色押出成形、または予め硬質部５１を作製しておき、その硬質部５１
をより軟質な弾性材料と共に押出し成形する複合押出成形等の加工法により効率良く成形
することができる。
【００２５】
　このアンブルゴム３１Ｄによれば、径方向の厚みを一定としたまま剛性を変化させるこ
とができ、原材料を必要最小限に抑えて生産性を高めつつ低コストで加工できる。また、
上記の複合押出成形のように、予め成形した硬質部５１をインサート成形する場合には、
硬質部５１の形状を、突出するカシメピン３７を収容する凹部を内周面に形成する等の局
所的な加工が簡単に行える。
【００２６】
　さらに、図１０に示すアングルゴム３１Ｅのように、硬質部５１Ａを他の部分よりも薄
く形成することで、連結部３３におけるカシメピン３７の突出を他の周位置より高くなる
ことを防止できる。
【００２７】
　以上説明したように、本明細書には、次の事項が開示されている。
（１）　内視鏡挿入部の先端側に該内視鏡挿入部の軸方向と平行な一つの面内で湾曲動作
される湾曲部を有し、該湾曲部の外周面が柔軟性を有する弾性チューブで被覆された内視
鏡であって、
　前記弾性チューブの前記湾曲動作方向に直交する方向に対する剛性が、該湾曲動作方向
に対する剛性より高くされた内視鏡。
　この内視鏡によれば、弾性チューブのずれや弛みの発生を防止でき、しかも、湾曲操作
が軽いままで、その湾曲動作を鈍らせることがない。
【００２８】
（２）　（１）の内視鏡であって、
　前記弾性チューブの前記湾曲動作方向に直交する方向の肉厚を、前記湾曲動作方向の周
位置の肉厚より厚くした内視鏡。
　この内視鏡によれば、肉厚の変更により、弾性チューブの剛性を高い自由度で簡単に調
整できる。また、肉厚を厚くした部分の存在により耐久性が向上する。
【００２９】
（３）　（１）または（２）の内視鏡であって、
　前記弾性チューブの前記湾曲動作方向に直交する方向の周位置の厚み内に、前記軸方向
に沿ってワイヤーを埋設した内視鏡。
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　この内視鏡によれば、ワイヤーを埋設することで、弾性チューブの剛性を内視鏡挿入部
の径を大きく増加させることなく高められる。
【００３０】
（４）　（２）の内視鏡であって、
　前記湾曲部は、前記湾曲動作方向に直交する方向の周位置に連結部が形成されたリング
状の節輪を、前記軸方向に沿って複数並設し、前後の前記節輪をそれぞれ前記連結部で相
互に回動自在に連結した湾曲管構造を有し、
　前記弾性チューブの前記連結部と対向する周位置の肉厚を、該周位置の両脇側より薄く
した内視鏡。
　この内視鏡によれば、径方向に突出する連結部に対して、弾性チューブの厚みを薄くす
ることで、外側への突出高さを低く抑えることができる。
【００３１】
（５）　（４）の内視鏡であって、
　前記弾性チューブの前記連結部と対向する周位置の両脇側の厚肉部に、前記軸方向に沿
ってワイヤーを埋設した内視鏡。
　この内視鏡によれば、それぞれの厚肉部にワイヤーを埋設することで、連結部を挟んだ
両脇側にワイヤーが配置され、内視鏡挿入部の軸方向の捻りに対する強度が増して、耐久
性が向上する。また、ワイヤーを、スペース効率を高めた配置にできる。
【００３２】
（６）　（１）の内視鏡であって、
　前記弾性チューブの前記湾曲動作方向に直交する方向の周位置が、他の周位置よりも弾
性定数の大きい弾性材料で形成された内視鏡。
　この内視鏡によれば、原材料を必要最小限に抑えて生産性を高めつつ低コストで加工で
きる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の実施形態を説明するための内視鏡の外観斜視図である。
【図２】図１に示した湾曲部のＡ－Ａ断面で収容物を省略して示した断面図である。
【図３】湾曲管構造を示す概念図である。
【図４】アングルゴム単体の斜視図（ａ）とそのＢ－Ｂ断面図（ｂ）を示す構成図である
。
【図５】湾曲部の湾曲時の様子を概念的に示す説明図である。
【図６】図４（ａ）のＢ－Ｂ断面に相当するアングルゴムの断面図（ａ）と、このアング
ルゴムを内視鏡挿入部に被せたときの収容物を省略して示した湾曲部の断面図（ｂ）であ
る。
【図７】図４（ａ）のＢ－Ｂ断面に相当するアングルゴムの断面図（ａ）と、このアング
ルゴムを内視鏡挿入部に被せたときの収容物を省略して示した湾曲部の断面図（ｂ）であ
る。
【図８】図４（ａ）のＢ－Ｂ断面に相当するアングルゴムの断面図（ａ）と、このアング
ルゴムを内視鏡挿入部に被せたときの収容物を省略して示した湾曲部の断面図（ｂ）であ
る。
【図９】図４（ａ）のＢ－Ｂ断面に相当するアングルゴムの断面図（ａ）と、このアング
ルゴムを内視鏡挿入部に被せたときの収容物を省略して示した湾曲部の断面図（ｂ）であ
る。
【図１０】硬質部を薄く形成したアングルゴムを内視鏡挿入部に被せたときの収容物を省
略して示した湾曲部の断面図である。
【符号の説明】
【００３４】
　１１　操作部
　１３　内視鏡挿入部
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　２１　上下アングルレバー
　２５　軟性部
　２７　湾曲部
　２９　先端部
　３１　弾性チューブ（アングルゴム）
　３３　連結部
　３５　節輪
　３７　カシメピン
　３９　先端硬質部
　４１　操作ワイヤ
　４３　ネット
　４５，４７　厚肉部
　４９　ワイヤー
　５１，５１Ａ　硬質部
１００　内視鏡
　Ｕ，Ｄ　湾曲動作方向
　Ｌ，Ｒ　湾曲動作方向に直交する方向

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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